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「新しい歴史教科書をつくる会」扶桑社版の歴史・ 

公民教科書の採択に抗議し、採択の撤回を要求する 

 

 本年７月９日、貴教育委員会は、２０１０年４月から公立中学校で使用する

教科書として、「新しい歴史教科書をつくる会」（つくる会）編集の扶桑社版

の歴史教科書及び公民教科書を採択した。 

 「つくる会」扶桑社版歴史教科書は、天皇を中心に日本の歴史を描き、日本

の植民地支配や侵略戦争を正当化・美化するものである。 

 また「つくる会」扶桑社版公民教科書は、日本国憲法の理念である基本的人

権や恒久平和、国民主権を敵視し、軍事力を重視し、かつ、現実の問題に立ち

向かわない無批判で受動的な人間を生み出そうとするものである。 

 これらの教科書は、いずれも、「戦争をする国」を担う国民を育成しようと

するものであり、きわめて問題の多い教科書である。 

 しかも、貴教育委員会は、採択に際し、歴史教科書については扶桑社版と自

由社版だけしか検討せず、公民教科書については扶桑社版のみしか検討してい

ない。このような採択は拙速かつ公平を欠いた不当なものであり、教科書の採

択にあたっては十分な調査研究を求めた文部科学省の「教科書の改善について

（通知）」（２０文科初第８０７５号）にも反するものである。 

 貴教育委員会が、「つくる会」扶桑社版歴史教科書及び公民教科書を採択し

たことは、子どもと日本の現在と将来に重大な問題を引き起こし、国内はもち

ろん、アジア近隣諸国からも厳しい批判を受けることは確実である。 

 われわれ自由法曹団は、貴教育委員会が「つくる会」扶桑社版歴史教科書及

び公民教科書を採択した暴挙に対し、怒りをもって抗議し、ただちにこの採択

を撤回するとともに、あらためて十分な調査研究に基づく採択をやり直すこと

を強く要求するものである。 
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